
○○農政局長　

北海道農政事務所長

内閣府沖縄総合事務局長

平成　年産における農業者戸別所得補償制度の交付金に係る対象作物の作付面積を申告します。
kg ㎏/10a ㎡ kg ㎡

kg ㎡ kg ㎡

kg ㎡

kg ㎡ 農業共済加入状況（含加入予定）記入欄
　（〒１２３－４５６７ ） ※加入している又は加入予定の場合は「○」を記入

kg ㎡ 農作物共済 畑作物共済

kg ㎡

kg ㎡

kg ㎡

ａ ㎡ kg kg

kg ａ ㎡ kg kg

農地の利用計画記入欄
kg ａ ㎡ kg kg

kg ａ ㎡ kg kg

ａ ㎡ ａ ㎡
1 0 0 1 8 1 0 0 1 8 kg ａ ㎡ kg kg

ａ ㎡ ａ ㎡
5 9 8 2 5 9 8 2 kg ａ ㎡ kg kg

ａ ㎡ ａ ㎡
4 5 3 4 4 5 3 4 ａ ㎡

ａ ㎡ ａ ㎡
2 1 0 7 2 1 0 7

ａ ㎡ ａ ㎡
1 0 0 4 1 0 0 4 ＜地域農業再生協議会担当者記入欄＞

ａ ㎡ ａ ㎡
1 6 7 4 1 6 7 4 米の所得補償交付金関係

ａ ㎡ ａ ㎡
1 6 7 4 1 6 7 4 米の生産数量目標（作付面積換算値）の達成状況

ａ ㎡ ａ ㎡
2 8 2 2 2 8 2 2

ａ ㎡ ａ ㎡
2 9 8 4 2 9 8 4 ａ ㎡ ａ ㎡ ａ ㎡ ａ ㎡ ａ ㎡

ａ ㎡ ａ ㎡
3 7 2 8 3 7 2 8

ａ ㎡ ａ ㎡ 主食用水稲作付面積（米の戸別所得補償交付金の交付対象農地のみ該当）

3 0 4 4 3 0 4 4
ａ ㎡ ａ ㎡

1 9 8 5 1 9 8 5 ａ ㎡ ａ ㎡ ａ ㎡ ａ ㎡

ａ ㎡ ａ ㎡
2 2 1 8 2 2 1 8

ａ ㎡ ａ ㎡ 水田活用の所得補償交付金関係（水田活用の所得補償交付金の対象農地のみ該当）
1 9 4 1 9 4
ａ ㎡ ａ ㎡

5 6 5 6
ａ ㎡ ａ ㎡ ａ ㎡ ａ ㎡ ａ ㎡ ａ ㎡ ａ ㎡ ａ ㎡ ａ ㎡ ａ ㎡ ａ ㎡ ａ ㎡ ａ ㎡ ａ ㎡

1 0 6 4 1 0 6 4
ａ ㎡ ａ ㎡

5 1 0 9 5 1 0 9

ａ ㎡ ａ ㎡ ａ ㎡ ａ ㎡ ａ ㎡ ａ ㎡ ａ ㎡ ａ ㎡

＜地域センター等担当者記入欄＞

（耕畜連携助成） （再生利用加算） （緑肥輪作加算）

ａ ㎡ ａ ㎡ ａ ㎡ ａ ㎡ ａ ㎡ ａ ㎡

＜記入欄＞

              ノ ウ リ ン　  タ ロ ウ

　　　　農　林　太　郎　　　　　印

（注１）一つのほ場で二毛作を行う場合には、ほ場欄を二段書きすることとし、「作期欄」において、主食用水稲(一般米、醸造用玄米、種子生産ほ場）又は転作として作付した作物は「１」、二毛作として作付した作物は「２」と表記することで区別する。

（注２）「作物名欄」には、主食用水稲（一般米、醸造用玄米、種子用米生産ほ場）、麦（小麦、二条大麦、六条大麦、はだか麦、ビール用麦、種子用麦）、てん菜、でん粉原材料ばれいしょ（専用品種、その他）、なたね（油糧用、その他）、そば、大豆（普通大豆、黒大豆、種子大豆）、飼料作
物、米粉用米、飼料用米、ＷＣＳ用稲、加工用米、野菜等の作物名のほか、不作付地がある場合はその状態（調整水田、自己保全管理、土地改良通年施行等）をすべてのほ場について記入する。

（注３）耕畜連携助成の取組の種類には、①わら利用：わら専用稲の生産及び飼料用米生産ほ場の稲わら利用の取組　　②水田放牧：水田における牛の放牧の取組　　③資源循環：飼料生産水田への堆肥散布の取組　　の別を記入
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上町７
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氏名又は法
人、組織名

自己保全管理

麦
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新規需要米・加工用米・備蓄米記入欄

ＷＣＳ用稲

飼料用米

米粉用米

加工用米④

1

担当者記入欄

区分 出荷・販売
契約数量 生産予定面積
出荷・販売数量

基幹作物

大豆

二毛作

水稲共済突合
基礎面積

判定

適　・　否

生産数量目標
（作付面積換算値）（A）

新規開田
年月

001

上町４

001

0014

下町１

２４年産

差し引き面積
（Ａ）－（Ｂ）

新規需要米等の面積
計

②＝③＋④＋⑤

主食用水稲作付面積
（Ｂ）＝①-②

農業者戸別所得補償制度の交付金に係る営農計画書

対象作物
生産数量目標等（農業者等間調整後）記入欄

生産数量目標
（㎏） 単収（㎏/10a） 作付面積(換算値)（㎡） 設定確認欄

てん菜

でん粉原料用ば
れいしょ

地域農業再生協議会長経由

作況調整後の出荷・販売
契約数量

作

期

備考

上町３

0004

0003

0006

001

0006

0013

0010

001

001

0007

申請年月日　　　　平成２４年４月１日

新

規

需

要

米

③

　　　法人 集落営農
（構成員　　　　　人）

はだ
か麦

生産数量目標
（㎏）

作物作付面積

六条
大麦

二条
大麦

小麦

共済加入者コード

水稲 麦 大豆

平地

基幹作物

資源循環

基幹作物

二毛作

米粉用米

二毛作

基幹作物 二毛作 基幹作物 二毛作

飼料用米

二毛作

二毛作

備蓄米
（産地資金）

基幹作物 二毛作

基幹作物

麦

基幹作物 二毛作

飼料作物
（除くＷＣＳ用稲）

そば

基幹作物 二毛作 基幹作物

加工用米なたね

合　　計

0011 001

001 下町３ 1

0009 001 中町１ 1

ホウレンソウ

白菜

ブルーベリー

○

○○地域センター長　殿

経営形態 個人

001

1

1

上町１

中町４

1中町２ 1

上町６

2

1

1

1

醸造用玄米

電話

ＦＡＸ

001

東京 千代田区

飼料用米

そば

1

農地の番号
交付
対象
農地
区分

001

001

001

0012

緑肥作物

なたね1

0015

1

都道
府県

地名・地番、大
字、字、集落地
番

中町３ 2

1

下町２

1

11

上町２

調整水田

1

1

2

小麦

1

2

1

大豆

下町１

1

飼料作物

主食用水稲
（種子生産ほ場）

ＷＣＳ用稲

不作付地の
改善計画書提出

○

わら利用 水田放牧

ばれいしょ

その他

H16.4

H15.9

備蓄米⑤

備考

作付面積(換算値)（㎡） 設定確認欄

でん粉原料
用ばれいしょ

単収（㎏/10a）

○ ○ ○

そば てん菜

水稲作付面積①

4,496

1,674

3,044

1,985

転換畑該
当年月

780 15 60

大豆

そば

なたね

再生利用加算

開始年度

交付申請者管理コード

面積
（本地面積） 自家消費

該当

主食用水稲

作物名
（注２）

緑肥輪作
加算

耕畜連携助成

1

小麦

虎ノ門7-7-7

1Ｈ２３

区分
取組の種類

（注３）

2

不作付地の
改善計画書提出

H19,2

田畑次郎

条件不利地

一般米 醸造用玄米 種子生産ほ場面積

様式第２号

植栽造成
年月

対象作物

主食用水稲

市区町村

生産数量目標等（農業者等間調整後）記入欄

フリガナ

代表者氏名（法
人、組織のみ）

地権者（権原を有する者）

住所地 氏名

0008
ほ

　

　

場

　

　

欄

（
注

１

）

001 上町８ 1 1 小麦
（種子用麦）

上町５ 1 1

0001

耕地番号 分筆番号

0013 002

1

1

1

2

0002

001 上町６

農
林

注）出荷・販売を一切行って
いない場合は、○を記入して
ください。

注）果樹等の植栽造成年
月を記入してください。

注）畑に転換した年月を
記入してください。

注）新規開田地に該当す
る場合は、開田した年月を
記入してください。

耕畜連携助成に取り組む場合は、その取組の種類
（１わら利用、２水田放牧、３資源循環）を記入してく
ださい。

再生利用加算に取り組む場合
は、開始年度と区分（１平地、２
条件不利不利地）を記入してく
ださい。

緑肥輪作加算に取り組む場合は、○を記入した上で、備考
欄に前年産に作付けた作物名を記入してください。

地域農業再生協議会に確認の上、
記入してください。

農協等との出荷契約数量な
ど、生産の前提となっている
数量を記入してください。
出荷契約時の作付予定面積
より、実際の作付面積が減少
した場合は、実際の作付面積
を踏まえた数量を記載して下
さい。

認定方針作成者等から通知された「生産数量目標」、「単収」、「作付面積(換算値)」を記入してく
ださい。「単収」が通知されていない場合は、認定方針作成者等に確認の上、記入してください。

戸別所得補償モデル対策において「調整水田等の不作付地
の改善計画書」を提出している農地については、備考欄にそ
の旨記入してください。

注）小麦と大豆による二毛作に取り組む場合、大豆を基幹作物とし、小麦を二毛作とする場
合は、大豆の作期を「１」、小麦の作期を「２」と記入してください。

農地の利用計画記入欄
の作物別の作付面積の
合計値を記載して下さ
い。


	本体

